（独立行政法人教員研修センター委嘱事業）

教員研修モデルカリキュラム開発プログラム

報　告　書

	プログラム名
	若手教員を対象とした小・中学校連携による協働的研修プログラム開発～英語指導を中心に～　（略称：ＣＭＣＰ）


	プログラム

の特徴
	盛岡市内を中心として岩手県下５区の公立学校に勤務する中学校英語科教員と小学校教員の合同研修により、協働的な学びの場を創り出すことにより、授業技術の確実な深化と自ら学ぶ教師像の獲得を目指した。異校種の教員の交流による研修が可能となるよう、①小中学校教員混成のチーム編成を行う、②英語絵本を教材とした小学校英語活動を研修の対象とする、③多様な形態の研修（特別講演、講義、授業参観、ワークショップ、個別助言、チームによる授業実践、まとめ）を実施し、全体のイメージ作りから個別のスキルへという流れ・講義と参加型研修のサイクル作りをする、④アンケートによるフィードバックを得る、⑤最終課題としてチームで実際に小学校英語活動の授業実践を行う、⑥教員養成課程の学生の参加・協力を得るという工夫を施したところに特色がある。


平成２３年３月２９日
機関名　岩手大学　連絡先　山崎友子（電話：０１９－６２１－６６７１）

                             （email: ymzk@iwate-u.ac.jp ）

はじめに
平成２３年３月１１日午後２時４６分頃、本報告書のまとめも最終段階に入っている時、突然の揺れ。ガシャガシャという音とともに横揺れが徐々に大きく、そして長く続きました。東北地方太平洋沖地震の始まりでした。停電となり情報がない中、誰もが早々に収束してくれることを願い、同時に、沿岸地域の津波の心配をしました。二晩目に入り、電気が復旧して見るテレビ画面に映し出される津波の爪痕は想像を絶するものでした。学校の屋上にSOSが書かれたところもあります。岩手県三陸地方で行われていた津波防災教育でも想定されなかったほどの強大な津波だったのだと思います。命を落とされた方の無念、家族の安否を確認しようとされている方のご心痛を思うと、胸が詰まります。

平成２２年度教員研修モデルカリキュラム開発プログラムとして独立法人教員研修センターに採択され、岩手大学を実施主体とし、盛岡市教育委員会の連携のもと「若手教員のための小中学校連携による協働的研修プログラム開発～英語指導を中心に」（略称：CMCP）に取り組み、１４の小学校、１４の中学校の先生方にご協力いただきました。本プロジェクトの最も大きな特徴は、小学校と中学校の先生方の交流でした。さらに、参加者は、盛岡紫波・胆江・岩手・九戸・二戸・花巻遠野地区と様々な地域に勤務する先生方で、異なる地域の間の交流ともなりました。プロジェクトを振り返り、このような交流の醸し出すつながりの価値を感じていましたが、東北地方太平洋沖地震が起こった今、地域に根差し地域を育てるという教育の役割、教師が様々な地域間の交流により教育に対する視野を広げ、協働して社会を創ろうとすることの重要性を改めて感じます。

特別講演会で、星野勝利先生（岩手大学名誉教授）は“A friend in need is a friend indeed.” という諺で、今私たち学校関係者が助け合うことが期待されていると述べられました。本プロジェクトで開発された教員研修モデルおよび連携機関・関係者のネットワークが「真の友」として地域の教育の発展・地域づくりに少しでも寄与できるよう願い、今後も努力を続けたいと思います。

ここに改めまして、連携して運営に当たっていただきました盛岡市教育委員会に、参加者の募集に当たりご尽力をいただきました各教育事務所指導主事の先生方に、授業見学・実践をご快諾いただきました多くの学校関係者の皆様に厚くお礼を申し上げるとともに、

東北地方太平洋沖地震の被災者の皆様に心よりお見舞い申し上げ、一刻も早い復旧・復興をお祈りいたします。

2011年3月13日記

岩手大学「若手教員のための小中学校連携による協働的研修プログラム開発

～英語指導を中心に」研究プロジェクト代表　　　　　　　　　山崎友子
ＣＭＣＰ概念図
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Ｉ　開発の目的・方法・組織

1． 開発目的

新学習指導要領では、中学校で英語の単位数が増加し、小学校では外国語（主に英語）活動が高学年で必修となり、英語に係わる教員の役割が増大する。しかしながら、少子化等により学校規模が縮小の方向にあり、教員間の学び合いの機会が減少している。また、改正教育基本法では小中学校の教育を一体として捉えることとなっており、小中学校の教育をどのように繋ぐかが課題である。特に、来年度から全ての小学校において高学年で実施される外国語（主に英語）活動については、中学校英語科の理解と可能であれば支援が求められている。そこで、小中学校の教員を混合編成した英語（活動）の授業構成を課題とする研修グループを作り、共に学び合い、授業力向上に向けて学び続ける教師像を目指す研修の場を創ることを目的とする。

2． 開発の方法

盛岡市教育委員会と岩手大学教育学部の連携協力に関する協定（平成21年度締結）を基に、①小中学校教員混成のチーム編成を行う、②英語絵本を教材とした小学校英語活動を研修の対象とする、③多様な形態の研修（特別講演、講義、授業参観、ワークショップ、個別助言、チームによる授業実践、まとめ）を実施し、全体のイメージ作りから個別のスキルへという流れ・講義と参加型研修のサイクル作りをする、④アンケートによるフィードバックを得る、⑤最終課題としてチームで実際に小学校英語活動の授業実践を行う、⑥教員養成課程の学生の参加・協力を得る、という方法で開発し、各研修会後参加者へのアンケート実施、最終課題実施後の児童と参加教員へのアンケート実施、抽出教員による感想、外部評価者による評価をもとに連絡協議会で開発成果を考察することとした。
3． 開発組織

　実施主体である岩手大学の教育学部英語科教員２名と附属小学校１名、附属中学校１名、連携をしている盛岡市教育委員会学校教育課２名からなる連絡協議会が運営に当たった。主たる役割として、教育学部が企画・教材開発準備・実施・連絡・記録、附属小学校が授業の提供・研修会場の提供、附属小中学校が研修会での指導、盛岡市教育委員会が受講者の勤務態様への対応・研修会での指導を中心的に行った。研修会ごとに受講生にアンケートをとり、より効果的な研修方法を把握し、次回研修会への参考とした。プログラム全体の評価については、外部評価を盛岡市公立小学校元校長に依頼した。

ＩＩ　開発の実際とその成果

1． 研修日程

最終課題を小中学校教員の混成チームによる小学校英語活動の実践とし、最終課題を軸に研修会６回と特別講演会２回を設定した。他に、最終課題のためのチーム・ミーテイングが随時開かれた。特別講演会は一般公開とした。研修会は継続した参加だけでなく１回だけの参加、途中からの参加も受入れた。最終課題に取り組んだ受講生は、小学校教員１２名、中学校英語科教員１０名で、６校で実施された。
表１　CMCP研修日程　　　

５月　２０日（木曜）

特別講演会 14:45～15:45 （一般開放）　　　　　　　　　　　　　於岩手大学
渡邉時夫先生：「これからの英語教育を創るー小中学校の英語教育連携の可能性」
　　　　第１回研修会　16:00～17:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　於岩手大学

＊ＣＭＣＰの趣旨説明と初顔合わせ　
　　　　２７日（木曜）第２回研修会　12:30～16:30　　　　　　　　　　於附属小学校
　　　　　＊附属小学校の授業参観・ワークショップ

　　　　　＊英語活動の構成・絵本の読み聞かせの授業のイメージを作り。

６月　２６日（土曜）第３回研修会　13:00～16:00　　　　　　　　　　　　於岩手大学
　　　　　＊英語絵本を読みながら英語力アップを図る。
　　　　　＊小学校の先生：発音、単語、Reading skill 等の演習。

　　　　　＊中学校の先生：発音・語彙・Reading の指導方法を学ぶ。

夏休み　８月２日（月曜）第４回研修会10:00～17:00　　　　　　　　　　　於岩手大学

＊小中学校の英語の授業をビデオで視聴し、小中学校の連携のための様々な指

導方法を学ぶ。動機付けの方法、帰納的指導・演繹的指導、様々な活動等。
＊チームでの最終課題授業案作成開始！

９・１０月　個別指導期間（メールでのやりとりや学校訪問による助言）　　於各学校等
　　　　　　１０月３０日　第５回研修会（土曜）9:30～15:30　　　　　於附属小学校

＊附属小学校の英語活動２クラスを参観とワークショップ。
＊模擬授業を行い、最終課題のチェック。

１１月～　　最終課題：小学校英語活動のＴＴ（ティーム・ティーチング）を実践
　　　　　ビデオに録画。（授業日：１１月－３校、１２月－２校、２月－１校）於各学校
１２月　１２月１１日（土曜）
第６回研修会 13:00～15:00　　　　　　　　　　　　　　　　　於マリオス

＊最終課題授業の概要発表とまとめ

＊研修全体の振り返り

特別講演会 15:00～16:00（一般開放）　　　　　　　　　　　　　於マリオス
　　　　　　星野勝利先生：「これからの英語教育を創る－岩手の小中学校英語教育連携に

期待すること」

第１回での顔合わせの後、第２回では授業見学と英語絵本の紹介、第３回でスキル向上を目指した演習の後、第４回研修（８月２日）では英語絵本を用いた最終課題への取組を開始し、その後チームミーテイングをもち授業案作成、第５回（１０月３０日）では附属小学校の『英語ノート』を用いた英語活動と『英語ノート』と英語絵本を組み合わせた英語活動の授業参観をし、英語絵本の使い方・その意義についての考えをチームで深めて授業案をさらに練り上げ、チームごとの最終課題授業実践へとつないだ。１チームを残して１２月上旬までに最終課題を終了し、第６回で最終課題の成果を共有し、プログラム全体での研修成果をまとめた。第１回研修会に先立って特別講演会を実施し、元小学校英語活動学会会長である渡邉時夫先生に小学校英語活動の意義と進め方について、最終の研修会後には、岩手大学名誉教授星野勝利先生に、岩手における小中学校連携の意義について石川啄木の小学校での英語教育実践を紹介しながらお話しいただき、より広い視野で個々の教育実践の意義を把握できるように配慮した。

2． 研修内容
　研修会では、①小学校英語活動の見学、②英語活動のための様々なアクティビティの紹介と練習、③英語運用力向上のための演習、④小学校と中学校の主な指導方法の説明、⑤英語絵本を使った授業の紹介、その授業構成の説明、⑥英語絵本の読み聞かせのコツと練習、⑦英語絵本を用いた授業案の作成、⑧研修・実践の振り返りを行った。実施にあたっては、前回のアンケート結果を参考に修正をしながら進め、参加型のメニューを必ず入れること、参加者同士の意見・情報交換の時間を設けることに留意した。

○特別講演会（１）

期日：５月２０日 14:45～15:45 （一般開放）　　　　　　　　　　　　　
場所：岩手大学北桐ホール
講演者：渡邉時夫先生（清泉女学院大学教授、信州大学名誉教授）

演題：「これからの英語教育を創るー小中学校の英語教育連携の可能性」
　＊講演要旨は別冊報告書参照

○第１回研修会　
期日：５月２０日　１６：００～１６：４０

場所：岩手大学教育学部旧１号館（総合教育研究棟）４０５室（ＥＦＬ教室）

内容：

1． スタッフ紹介

2． 参加者お名前紹介（アイスブレーキング）

3． 研修プログラム・日程案内

班編成は後日

4． 教材の一部配布

5． アンケート記入

6． 講演会の感想記入・提出のお願い（記名）

7． 次回予告　
○第２回研修会と岩手大学教育学部附属小学校授業公開（英語活動）
期日：２０１０年５月２７日（木曜）

　　　受付：１２:３０～１３:００
　　　公開授業：１３:２５～１４:００
　　　ワークショップ：１４:１５～１６:３０　
＜ワークショップ　メニュー＞

1． 本日のねらいについて（山崎）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２分

1 自己紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2 研究授業を振り返る際の視点　　　　　　　　　　　　　　

3 『英語ノート』に関連付けた英語絵本の活用方法　（読み聞かせの方法）

2． 自己紹介　（ice-breakingとして）　Game: Names                       １０分

　　進行：附属中学校石亀先生

3． 公開授業の振り返り (discussion in groups) （山崎） 　　　　　　　　　　１５分

4． 英語絵本の使い方　（ホール）

1) 始まる前に知ってもらいたいこと　

2) Sing a song: Alphabet　　　　　　　

　＊英語ノートの歌(DVD)を準備。歌唱は学生を中心に。

3) A, H, S, T の４文字を抜き出し、並べ替えて HATSを作り、今日読む絵本がある男の子がHATを買うお話しであることを述べる。

4) いろいろなHATの絵カードを見せ、NICE, UGLY などの形容詞を導入する。

5) 上の活動で使った絵カードからどのようなあらすじが考えられるか、特に、エンデイングはどうなるか推測させる。グループで話し合い、いくつかのエンデイングを発表させる。

6) 英語絵本を読み聞かせる。

7) エンデイングについて確認する。

8) 今日の絵本で出てきた言葉の中で、「あなたが最も大切だと思ったことばはどれですか？また、なぜそう思うのですか？」ということをグループの中で発表。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

9) グループごとに、英語の読み聞かせの練習をする。＊絵本のセット・紙芝居を各グループに配布。

10) グループごとに発表

5． デイスカッション（in groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５分

　　テーマ：小学校で行う文字指導の目標は、子ども達がどんなことができるようになることを目指すのでしょうか？読めるところまで、書けるところまで？

　　附属小学校の場合（高橋）

6． まとめ　（山崎）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２分
　　　　　
○第３回研修会メニュー
期日：６月２６日　１３：００～１６：００
会場：岩手大学

担当：Mike Unher
Purposes:

A. To teach the participants (particularly the elementary school teachers) some English that they can use in their elementary school English classes, through practice of 4 skills, thereby helping to build their confidence in communicating in English at a suitable level for their students.

B. To familiarize the participants with the lexis and communicative notions and functions found in 英語ノート−[I] and [II].

C. To help them improve their communicative competence in pronunciation, listening, speaking, reading, and writing.

1. To help them generate ideas for their own lessons: “How can I use “this” to teach my students?”

Communicative functional objectives:

- Identifying everyday classroom terms for use in participants’ own classes

- Improving participants’ scanning and word recognition abilities 

- Recognizing and producing minimal phonetic differences of:

 - [l] / [r]

 - [s] / [th]  

 - [s/sh] before [i]

 - [b] / [v]

- Describe, orally and written, basic actions in past, present and future tenses within conversational contexts

- Inquire about one’s likes and dislikes, and respond to such inquiries

- Describe and recognize personal appearances

- Describe and recognize appearances of objects and provide distinguishing criteria

- Describe and identify locations of things in a room using prepositional phrases

○第４回研修会
　期日：８月２日１０：００～１６：００

　場所：岩手大学

　内容：

メニュー

1． 日時：８月２日（月曜）

　　　　　　　１０：００～１２：００　　１３：００～１６：００

2． 場所：岩手大学教育学部旧１号館４０５室（予定）

　　　　　　　変更があれば、玄関に掲示しますので、ご覧下さい。

3． 内容：最終課題に向けて

1） Game as warming up （ホール）　　　　　　　　　　　           　　　　１０分

2） 班編成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3） 英語運用スキル復習（アンハー）　　　　　　　　　　　　　　 　         １０分

4） 中学校の英語授業のビデオ視聴とねらいの説明（岩手大学教育学部附属中学校、菅野）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             

１５分＋５分

5） 絵本の紹介と読み聞かせ（ホール）　　　　 　　　　　　　　　 　         ３０分

6） 小学校英語活動のビデオをもとに           　　　　　　　　　    　    　４５分　

　　-附属小学校の絵本を使った活動（高橋、ホール）

· Critical Thinking　（T小学校）（山崎）
· ＴＴ（ティーム・ティーチング）と教師の役割（H小学校）（山崎）
～　～　～　昼　休　み　～　～　～

7） 各参加者の実践についての情報交換　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１時間　

＊自主作成教材（カルタ、フラッシュカード等）を持参し、ご紹介ください。

8） 最終課題の構想（グループ・ワーク）　　　　　　　　　　　　　　　　　　２時間　

　　(1) 説明　(2) discussion & planning  (3) short presentations 

＊最終課題に向けて

最終課題は、 小学校と中学校の先生がグループで小学校英語活動に取り組む です。実際にTTを行うことを目指しますが、時間等の制約で無理な場合は、構想や準備で参加してください。
○第５回研修会
期日：１０月３０日（土曜）１０：００～１５：３０

会場：岩手大学教育学部附属小学校（盛岡市加賀野）

内容：午前中　附属小学校５年生の授業提供（２クラス）

1） ５年まつ組　10:00～10:45 

     授業者：Ken Itagaki (HRT) & Kent Ichikawa (Student ALT)

　　 単元名：英語ノート１　Lesson 5: いろいろな国の衣装を知ろう

2） ５年うめ組　11:00 ～ 11:45

　 　授業者：Eikou Yaegashi (HRT) & Student ALT        

　 　単元名：英語ノート１ Lesson 9: ランチメニューを作ろう　＋

　 　　　　　英語絵本“I would like to eat a child!”
3） Lunch Seminar　12:00 ～ 13:00

　 　昼食を食べながら　① Moodle の使い方　

     ②これまでのCMCP研修会のまとめと意見交換を行います　

4） Discussion 　13:00 ～ 13:30

　　 ①『英語ノート』のみを教材とする英語活動と英語絵本も使った英語活動の比較検討　　　
（アンケート結果を参考に）

　　 ②英語絵本の読み聞かせのコツ

5） Group Work　13:30 ～ 14:30 

　　 最終課題に向けての準備（読み聞かせの練習、教案の完成等）、次のプリゼンテーションの準
備（課題二つのうち一つを選択してください）－個別支援付

6） プリゼンテーション　14:30 ～ 15:15

①CMCP最終課題である授業の構想について説明します　

②読み聞かせ前の活動、読み聞かせ、読み聞かせ後の活動のうち一つを選択してプリゼンテ
ーションをチームの出席者全員で行います

＊CMCP研修会にこれまで参加しておられなかった先生は、英語絵本を選択し、読み聞かせ
の練習をしてみてください。

7） ラップアップ：参加者・附属学校教員・盛岡市教委指導主事から

8） アンケート記入　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15:30 終了
○第６回研修会
場所：マリオス１８階　１８３～１８５会議室

日時：１２月１１日（土曜）１３：００～１４：４５　
内容

　　目的　１）最終課題である研究授業から学んだことの共有とまとめ

　　　　　　⇒参加者の指導技術の向上とモデル・カリキュラムへのヒントを得る

　　　　２）教員研修モデル・カリキュラムへの提言

時程

1） チームごとの発表：最終課題である授業の概要と成果について　　　　　　２０分

2） 最終課題のハイライト部分の視聴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０分

3） Group Discussion: DVD 視聴をもとに、課題であった４点についてgroupで話し合い、その後、全体で共有する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０分

4） 様々な教員研修について：今回異校種の先生から学んだこと、今回のprojectに参加しなければ気づかなかったことについて、Chain Writingで書いていただく。１５分

5） 全体で意見交換。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０分

6） 新しいタイプの教員研修モデル・カリキュラムへの提言（運営協議会委員からのコメントを含め）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０分

○特別講演会（２）
期日：１２月１１日（土曜）１５：００～１６：００　
講演者：星野勝利先生（岩手大学名誉教授）
演題：「これからの英語教育を創る～岩手の小中学校英語教育連携に期待すること～」
　＊講演要旨は、別冊報告書を参照されたい。
4． 研修会・特別講演会に対する評価～アンケート・感想から～
研修会後に、下記のような形式でアンケートをとり、次回以降の研修会の在り方の参考としていった。スペースの都合上、第５回のアンケートと集計結果の一部のみを下記に掲載する。他の研修会については別冊報告書を参照されたい。

１０月３０日研修アンケート集計結果　

１．回答数：小学校教員８名・中学校教員４名

２．回答

今日のワークショップで、役に立ったものに○をつけてください。特に役に立ったものには◎を。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
表２　１０月３０日教員対象アンケート結果　　　小学校 ○, ◎　[中学校○, ◎]

	1) １時間目の授業参観
	5, 3 [2, 2]　　

	2) ２時間目の授業参観
	3, 5 [3, 1]

	3) Moodle の使い方の説明
	5, 1 [4, 0]

	4) これまでの研修のまとめ
	3, 1 [4, 0] 

	5) 昼食時間の意見交換
	5, 0 [4, 0]

	6) 英語ノートを使った授業と絵本を使った授業についてのディスカッション
	3, 5 [1, 2]

	7) アンケート結果の報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

8) ＧＷ：最終課題に向けての相談・練習

9) ＧＷ中のメンバー以外からのコメント・助言　　

特に参考になったことを具体的にお書きください

1. 単元を組み立てるうえでのアドバイス

2. 絵本を使う際の子どものひきつけかた

3. カルタを使う上での絵がらについてのアイデア

4. 絵を並べる活動（順番）をpre-storytellingに入れてはどうか。表現の仕方について

5. 絵本を使った授業実践が見れたこと

10) グループでの発表

特に参考になった点があれば具体的にお書きください

1. 同じ本を用いても使い方が違うこと。絵を途中でしめたり、補助説明、補助発問をすること

2. ミニ劇

3. ４人の役割分担など　　　　　　　　　　　　　　

11) グループ別発表についての質問・意見交換　　　　　　　　　　　

12) 最後のコメント

特に参考になったものがありましたらお書きください

1. ホール先生、石亀先生、菅原先生、うしろさんなどからのご助言・ご指導がとても参考になりました。

2. 絵本の読み聞かせを子どもが聞く理由をつくること

3. 英語絵本について理解が深まりました。

4. なんのためにその活動をするのか、理由づけ、などをもう少し深く考えながら活動に取り組んでいきたい。

5. 本の価値や使う理由を考えること

6. コミュニケーションの取れる子どもを育成しているということ。

7. 会話を豊かにすること（持続する）もコミュニケーション能力、聞く目的を与える

8. 絵本を読む理由、コミュニケーション能力など根っこを考えるということ。基本的なことですが、やっているうちに忘れてしまいがちなので

9. 子どもをどう育てたいか、根をしっかりもつことを忘れずに指導します。

１３）その他　何かありましたら具体的にお書きください
	4, 2 [3, 1] 

3, 3 [0, 2]

1, 2 [1, 0]

2, 2 [3, 1] 

2, 2 [3, 1]

1, 2 [1, 1]


○新しくわかり心に残ったことがありましたらお書きください。

1. 絵本を使う目的、それを通して何をねらうかを見失うことなく進めようということ

2. 授業を受けた子どもたちのアンケート結果

3. Please, Thank you, I’m sorry. 

4. Moodleとかがとても楽しみです。

5. 本の価値

○その他何でもご感想・コメントをどうぞ。

1. Toothの本の使い方、授業への活かし方が難しいと思いましたが、たくさんの先生方の意見をたくさん聞けて参考にすることができました。

2. 最終課題、不安もありますが、楽しくできるようにがんばりたいと思います。

3. 小学校の先生と１つの授業について話し合うこの研修は私にとって初めての経験で

とても有意義でした。ぜひ同地区の小学校の先生とも同じように研究したい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

集計結果からわかる主な傾向

1 授業参観は全員が役立ったと回答

2 3)4)の講話スタイルの研修、5)10)11)のような意見交換・発表は、中学校教員は全員が役立ったと回答しているが、小学校教員には評価しない人もいた。

3 小学校教員は6)のような具体的な課題についての関心が強かった。

4 英語絵本を教材とすることに対して、『英語ノート』とは異なる観点が芽生えつつある。
アンケート・感想には、英語活動に関わる諸理論や技術についてだけでなく、教育についての思いが深まった様子が窺われた。以下、主な点を箇条書きにしてみる。

1) １２月１１日の研修および小学校での授業実践を含む研修全体について、満足度は高いと言える。（１２月１１日は、参加者の少ないチームもあり、チームでの活動の部分が十分でなかった。また、時間を十分にとることができなかった項目―新しいタイプの教員研修についての意見交換―は評価できなかったと思われる。）

2) 最終課題授業のハイライト部分の視聴は評価が高い　⇒　視覚教材を研修で用いることは効果的である。

3) 「まとめ」は全員が高く評価している　⇒　グループデイスカッションの後に「まとめ」の時間をとる研修が効果的である。

4) チームを組んでの研修は好評である　⇒　チームを組むことにより、互いの実践からアイデアを得ることに付け加え、互いの実践を認め合うことが自然に起こり、同僚性が高まった。　

5) 連絡協議会で考えた新しい研修のアイデアやコメントは好評であった　⇒　グループでの研修が継続しており、新しい方法・別の角度からのコメントを受け入れる下地ができていたためと思われる。

6) 体験を取り入れた研修の評価は高い　⇒　児童を実際に相手にした授業であることから緊張感をもって臨むことができる。計画の実効性を確認できる。反省・改善へと繋ぐことができる　⇒　体験とまとめを組み合わせた研修が有効である。

7) 継続した研修とすることによる効果が述べられている。

8) 一方、参加が柔軟であったことを歓迎する声もあった。

9) 研修参加者の学びに、授業技術や構成の仕方などの他に、

①子どもの視点の獲得　

②新たな指導の在り方の気付き（teacher-centered からstudent-centeredへ）

③地域の教育の担い手としての意識付け　

④他教科への適用の可能性への気づき　

という教育全般に関わる学びが見られた。⇒　指導技術の研修だけでなく、特別講演会のような啓発的機会、異校種との交流、多様な研修形式、継続性による同僚性の獲得等が有効と思われる。

10) 小学校と中学校の教員では、回答に若干の差がある。小学校の教員の方がより具体性があるのは、最終課題が小学校をフィールドとしたためか　⇒　小中学校合同での研修の場合、target の設定が一つの鍵となる。

11) 研修後個々の参加者がどのように取り組む気持ちかについて言及したものがある。⇒　内発的研修となっていたと考えられる。

４．最終課題授業の内容とアンケート結果
１）教材準備
(1) ＣＭＣＰの英語絵本と『英語ノート』の組み合わせ
英語絵本には、異文化理解の促進、言語学習の促進、子供の関心を引くストーリー性という教育的な価値がある。これらの特徴が新しい外国語活動の目標と強く関連しているということも分かった（Yamazaki & Hall, JALT 2010 発表）。しかしながら、英語絵本が外国語活動の目標と関わっていると言っても、盛岡市内の小学校において、『英語ノート』が外国語活動の主な教材として使われており、英語絵本を小学校で活用するためには、英語絵本と『英語ノート』をどのように円滑に組み合わせられるかを検討することが必要である。
第６学年の英語ノート指導資料の試作版では、絵本の選択として、子どもがよく知っている物語が推薦されており（１３３ページ）、『英語ノート』には、桃太郎、大きなかぶ、スーホーの白い馬、赤ずきん、オオカミと７匹の子ヤギ、人魚姫、マッチ売りの少女、ジャックと豆の木、アリババと４０人の盗賊、シンデレラ、アラジンと魔法のランプ、不思議の国のアリスなどが紹介されている。ＣＭＣＰではこれと異なる方針を採り、子どものすでに知っている物語でなく、『英語ノート』に載っているテーマと言語を取り上げている絵本を選択することにした。岩手大学教育学部附属小学校と教育学部英語教育科は、２年間、共同して英語絵本のアックショーン・リサーチを行ったことがあり、英語絵本の本文が単純であり、ストーリー性が子ども達にとって興味深いものであれば、絵本の内容が理解可能になることが分かっていた。そこで、附属小学校の研究主任である高橋長兵委員から、下記の『英語ノート』のLessonを薦められ、それぞれのLessonに大学側委員であるホールが下のように絵本を組み合わせた。
表３　『英語ノート』のLesson のねらいと英語絵本の組み合わせ

	

	英語ノートのLessonとＣＭＣＰの英語絵本の組み合わせ

	英語ノート１
	絵本

	Lesson 5 I don't like blue. いろいろな衣装を知ろう
	Hats! Kevin Luthardt (著)

	Lesson 9 What would you like?ランチメニューを作ろう
	I’d Really Like to Eat a Child
Sylviane Donnio（著）

	英語ノート２
	

	Lesson 6 I want to go to Italy. 行ってみたい国を紹介しよう
	Throw Your Tooth on the Roof

Selby B. Beeler (著)

	


(a) Lesson 5 - I don’t like blue いろいろな衣装を知ろう と　Hats!
『英語ノート１』のLesson 5のテーマが色と衣装である。Lesson 5の狙いは1.世界の衣服に興味を持つ、2.積極的に買物の擬似体験をする、3.英語を使って好きな衣服を紹介すことであった。つまり、子どもたちが世界の衣服の言い方と色に慣れ親しむから、服の買物をし、自分の好きな服を紹介する活動に参加することがこのLessonの狙いだと考えられる。Hats！という本は帽子の買物の場面も子どもがお互いの帽子をほめたりする場面もある。下記の絵が示すように、この絵本の特徴は登場人物の発言が一言と限定されており、読者が絵と短い英文で物語を理解する点にある。『英語絵本』の狙いの２．３のために使うことが可能な英文を絵本に書き加えて、Lesson５の狙いを達成するための補助教材とし
てHats!を選択した。
(b) 「Lesson 9 What would you like? ランチメニューを作ろう」とI’d really like to eat a child
『英語ノート１』のLesson 9のテーマは食べ物であり、このLessonの活動の中で、何を食べたかと聞かれて、「I’d like～」（～を食べたい）と答える活動もある。ねらいは1.世界の料理に興味を持つ、2.丁寧な言い方でいいものを尋ねたり、質問に対して自分の欲しいものを伝えたりする、3.積極的にオリジナル・ランチ・メニューを発表しようとすること、であった。これらのねらいをまとめると、食べ物の単語、「食べたい」を言うためのていねいな表現、何を食べたいというていねいな表現に子どもが慣れ親しむことが目標である。I’d Really Like to Eat a Child（以下Childと呼ぶ）では、いろいろな食べ物が出ており、「～を食べたい」という表現が繰り返して使われているため、特にLesson ９のねらいの２と3の補助になると考えられた。
	

	I’d Really Like to Eat a Childの概要

	ある日、アキレスというワニは突然に自分の大好きなバナナを食べたくないと言う。彼はその代わりに子どもを食べたいと言う。両親は、サーセージ等のいろいろな食べ物をアキレスにあげようとするが、アキレスが全部を拒否する。やがては、栄養不足で痩せこけたアキレスが川へ泳ぎに行くときに、子どもに会う。この後は…
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(c)「Lesson 6 I want to go to Italy. 行ってみたい国を紹介しよう」とThrow your Tooth on the Roof
『英語ノート２』Lesson 6にはThrow your Tooth on the Roof (以下Tooth)を選択した。Lesson 6は1.世界にはいろいろな英語が話されていることに興味を持つ、2.自分の思いがはっきり伝わるようにスピーチしたり、3.積極的にスピーチを聞いたりしようとするというねらいがあった。活動には、いろいろな国の名物を聞き、他の人の行きたい国を聞き、理由をつけて自分の行きたい国を言うという活動があった。Hats!やChildと違い、Toothには『英語ノート』が扱っている単語が少ない。しかし、Lesson 6に載っている国の情報がToothに載っているので、子どもが行きたい国を言う時に、Toothに載っている情報が参考になると考えられた。
	

	Throw your Tooth on the Roofの概要

	子どもは歯が抜けたとき、その歯をどうするのだろう？国によって、その習慣は異なる。この本では、67カ国の歯が抜けた時の習慣が説明されている
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(2) 授業実践のための教材準備

大学側連絡協議会委員の方で、絵本の英文の書き直し、紙芝居作成・絵のスキャン作業、英語絵本の読み聞かせの録音を行い、授業者の負担が少ないよう事前準備をした。
2.1 英文の書き直し作業

絵本の英文を書き直しにあたり、次のことに留意した。まず、英語絵本の活用法の先行研究によると、小学生の理解可能な読み聞かせは一ページ当たりに英文が一文か二文である。さらに、子どもが物語を理解できるように、できるだけ子どもの聞いたことのある単語と表現を使うことにした。最後に、Hats!は、原文自体英文が少なかったため、できるだけ『英語ノート』Lesson　5の表現を使って英文を書き加えた。Childの英文は一ページ当たり、一文又は二文にし、『英語ノート』Lesson 9の表現も入れた。Hats!とChildには、『英語ノート』の表現を入れることが容易であったが、Toothの場合、その内容が『英語ノート』になかったため、国の名前以外は『英語ノート』の単語と表現を入れることが困難であった。このため、Toothが描いた国の説明は書き直さないこととした。その代わり、Toothを使用するチームの参加者の先生方に適切に英文を変えてもらった。下に、『英語ノート』のLessonの単語・表現一覧を示す。下線の引いてある単語が書き直した絵本の英文にもあるものである。一覧の次に、Hats! とChildの手直しした英文を載せた。（Toothの原文については別冊報告書を参照されたい。）
	

	表４　『英語ノート１』Lesson 5英単語・表現の一覧

	Bag

Black

Blue

Cap　(hat)*
Do you have blue shoes?

Do you like blue?


	Dress

green

Here you are.

I don’t like blue

I don’t like red.


	I have a red cap

No I don’t.

orange

pants

pink


	red

shoe(s)

shorts

skirt

sock(s)

sweater
	Thank you

T-shirt

white

yellow

Yes I do.

	*下線の引いてある単語・表現はHats!にも載っているもの

	

	表５　『英語ノート１』Lesson ９英単語・表現の一覧

	I eat fruit and cereal in the morning*.
What would you like?
I’d like juice.
Bread
Cheese
	curry and rice
fried chicken
fried egg
hamburger
hotdog
rice
	sandwich
sausage
tea
yogurt
fruit

	*下線の引いてある単語・表現はChildにも載っているもの

	

	表６　『英語ノート2』 Lesson 6とToothに共通する国一覧

	America (United States)*
Australia

Brazil

China
	Egypt

France

India

Japan

	

	表７　Hats!の英文（修正後）

	1ページ
“La, la, la, la…”
	2ページ
“Wow. I like those hats.”
	3ページ
“I really like this hat!”

	4ページ
Look at our hats!
	5ページ
“I like the red and blue colors!”
	6～７ページ
“I don’t like that hat!”
“La, la, la, la!”

	8ページ
“That’s a dumb hat!”

	9ページ
“You don’t like my hat?”

“No I don’t!”
	10ページ
“He doesn’t like my hat.”

	11ページ
“Good bye hat.”
	12ページ
“Sigh….”
	13ページ
“Hey. Let’s play soccer!”

	14ページ
“Cool hat!”

“Do you like my hat?”

“Yes I do!”
	15ページ
“Well, me too. I like the red and blue colors.”
	16ページ
“Let’s wear our hats and play soccer!”

	17ページ
“Hi guys. Nice hats!”
	18ページ
“Yeah! We have nice hats!”
	19ページ
“Oh no. I don’t like those hats.”

	20～21ページ
“Ugly hats!”

“He doesn’t like our hats.”
	22～23ページ
“What should we say?”

“Hey. Neat hat!”
	24ページ
“Really? Thanks. I like the purple color and the thunder.”

	25ページ
“We like them too!”
	26～27ページ
“Thanks!”

“You’re welcome”
	28ページ
The end


	表８　Childの英文（修正後）

	1～2ページ
This is mama crocodile, this is papa crocodile and this is Achilles. 

Achilles eats a lot of bananas in the morning.
	3～4ページ
But one morning, Achilles did not eat bananas. Mama crocodile asked, “What would you like?” Achilles said, “I’d really like to eat a child!”

	5～6ページ

Papa crocodile asked, “Would you like a sausage?”
Achilles said, “No, I’d really like to eat a child.”
	7～8ページ
Mama and Papa crocodile had an idea. “Let’s make a cake!” they said.

	9～10ページ

“I don’t want cake!” said Achilles, “I want to eat a child!”
	11～12ページ
“Oh, no, Achilles doesn’t like bananas, sausage or cake!” said Mama and Papa crocodile. “Achilles, what would you like?”
“I’d really like a child! I’m going swimming!”

	13～14ページ

“I see a child. Yummy!”
	15～16ページ

Achilles, “Rah!!” 

Girl, “What a cute crocodile! He is so small and skinny!”

	17～18ページ

“Coochie-coochie-coo!”
“Good-bye crocodile!”
Splunk!
	19～20ページ
Achilles goes home. He says, “Mom, Dad, I’d like some bananas now! I’m hungry and I have to grow bigger.”

	21～22ページ

“BIG enough to eat a child!”
	


2.2　紙芝居作成と絵本のデジタル化
参加者全員に絵本を配布する他、授業中すべての子どもが絵を見ることができるように、モニター画面に映せるよう本の絵をスキャンすることと、絵を拡大しラミネートして紙芝居にした。紙芝居は、黒板に掲示し、話の流れを振り返る等の活動に使用することもできる。参加者が教材作成の作業より授業の工夫に集中できるように、大学側委員がこの作業を行った。
2.3 読み聞かせの録音とMoodleへの掲載
40名規模のクラスで、楽しく円滑に英語絵本の読み聞かせをするためには、何よりも読み聞かせの練習が必要である。読み聞かせのモデルとなるように、各絵本の読み聞かせをホールが録音した。さらに、参加者がいつでも、絵本の英文、絵、録音にアクセスができるように、これらをCMCPのMoodleページに掲載した。（詳細は別冊報告書参照）
3） 授業の実践報告

CMCPの一環として９件の授業実践があった。この中、絵本を活用した授業は７件、『英語ノート』を活用した授業は２件であった。ここでは、英語絵本を活用した授業に限って、その成果について述べる。
	

	表９　CMCPの授業一覧

	日付
	対象学年
	教材
	授業者（小・中）
	実践学校

	5月27日
	6年（36名）
	『英語ノート２』
Lesson 2　―　文字
	柏　英保（小）
	岩手大学教育学部

附属小学校

	10月30日
	5年（37名）
	『英語ノート１』
Lesson 5　―　衣装
	板垣　健（小）


	岩手大学教育学部

附属小学校

	10月30日
	5年（38名）
	I’d really like to eat a child
	八重樫　英広（小）
	岩手大学教育学部

附属小学校

	11月8日
	5年（41名）
	Hats!
	小山田　久子（小）
末永　しおみ（小）
大森　弘恵（中）
栢野　寿尚（中）
	盛岡市立

本宮小学校

	11月11日
	6年（27名）
	I’d really like to eat a child*
	三浦　弘子（小）
伊藤　寿一（小）
樋口　恵（中）
港　祝子（中）
	盛岡市立

月ヶ岡小学校



	11月16日
	6年（33名）
	Throw your tooth on the roof
	齊藤　佳奈（小）
柳村　拓哉（小）
伊藤　修（小）
佐藤　智也（中）
中野　芳明（中）
	盛岡市立

仙北小学校

	11月26日
	6年
	Throw your tooth on the roof
	宮城　和朋（小）
古川　聡美（小）
	洋野町立

種市小学校

	12月10日
	6年（40名）
	I’d really like to eat a child
	小川口　郁子（小）
柳村　拓哉（小）

鹿川　淑子（中）

森　進輔（中）

佐藤　久美（中）
	紫波町立

日詰小学校

	2月1日
	5年（40名）
	Hats!
	石井佳織（小）
高橋卓也（小）
平谷匠（中）
三浦美和子（中）
	奥州市立　

姉体小学校


3.1 授業の分析方法
授業の実践後、子どもと教師を対象にアンケートを実施した。７件の絵本を活用した授業の中、６件に子どもを対象にしたアンケートを実施した。子どもの回答者数は207名である。このアンケートを通して、子どもがどの程度絵本を理解したか、どのように英語絵本を理解しようとしたか、英語絵本のどのところが気に入ったか、どのような英語が子どもの頭に残ったかを分析することとした。（アンケート全文は別冊報告書参照）
教師を対象にしたアンケートは５件の授業に実施され、参加教師の回答者数は１６名であった。教師の準備の様子、チームワークと役割分担、子どもが物語の関心度と理解度を高めるためにどのようにpre-storytelling、storytelling、post-storytellingを工夫したかを中心に、研修会のどの部分が授業実践に役立ったかを分析することとした。
3.2 授業実践
授業案全文は、英語絵本を活用した７つの授業のうち、３つについてのみ下記に掲載する。その他の授業については、別冊報告書を参考にされたい。

3.21授業１：I’d really like to eat a child （於　岩手大学附属小学校）
	日　時
	2010年10月30日（土）

	指導者
	八重樫　英広

	単元名
	英語ノートLesson 9 「ランチメニューを作ろう」

英語絵本の活用　I’d really like to eat a child

	ねらい
	‐レストランやお店で注文を聞いたり、注文したりすることに慣れ親しむ。

‐I’d really like to eat a childを想像しながら楽しく読むことができる。

‐HRTやALTの英語をよく聞き、大きな声でリピートしたり、進んで反応したりする。


3.22授業2：Hats! (於　盛岡市立本宮小学校)
	日　時
	2010年１１月８日（月）

	指導者
	Ｔ１　小山田久子（本宮小学校）、 Ｔ２　末永しおみ（常磐小学校）、

Ｔ３　大森弘恵（見前南中）、Ｔ４　栢野寿尚（乙部中）

	単元名
	Lesson 5 [I don't like blue.]いろいろな衣装を知ろう（英語ノート１）

	ねらい
	· 様々な色の名称と衣類の名称を知る。
· 英語の絵本に親しむ。


本時の主な構文と語彙
	 Do you like ~?  Yes, I do.  No, I don't.  I like ~.  I don't like~.
 red, blue, orange, yellow, purple, pink, green, brown, black, gray, gold
 hat(s), T-shirt, pants , sweater, dress, shoes


展開案
	学習活動
	Ｔ１（ＨＲＴ）
	Ｔ２，Ｔ３，Ｔ４
	支援・準備物

	1. Greeting
2. Song
 [Hello Song]
3. Reading Book
 [Hats!]
.
4. Impressions
	How are you?
Today, we enjoy English with my friends.
Hey guys, come in.
Let's sing together.
I like this hat.
(color)hat and (color)(clothes)are very nice.
Do you like this hat?
Today, we're going to show you this picture book. 
There are many colors and clothes in this book.
Let's listen.
(Reading book.)
What should we say?
感想を書きましょう。
	Hello.My name is~.
Nice to meet you. (or)
How are you?
（
（Reading book.)
一言ずつ感想を言う。
	各自帽子をかぶって出てくる。
名札
CDに合わせて。
それぞれがかぶっている帽子に対して。
Lesson 4 の想起
児童に聞く。
絵本
大型挿絵セット
途中で児童に話の続きを予想させる。
感想プリント


3.23 授業3： I’d really like to eat a child (於　盛岡市立月ヶ丘小学校)

	日　時
	2010年１１月１１日（火）

	指導者
	T1 三浦　弘子、T2伊藤　寿一、T3樋口　恵、T4港　祝子

	単元名
	Lesson９「ランチ・メニューを作ろう」（英語ノート１）

	ねらい
	· 丁寧な言い方で欲しいものを尋ねたり、答えたりする。


展開案
	段階
	学　　習　　活　　動
	教師の働きかけ

	 導
 入
 ５
 分
	 １　挨拶をする。
 　Hello.

 　How are you?

   I’m fine./happy/hungry/sleepy/
〈例〉
Ａ：What would you like?

Ｂ：I'd like a sandwich.


	・　英語で元気よく挨拶をすることで、楽しく学習する雰囲気をつくる。
 ・　教師と子ども、子ども同士で 挨拶を交わす。相手を替えて自由に挨拶することを指示する。

	 ３５
 分
	 ２【Let’s Listen 1】
 　　絵本“I'd really like to Eat a Child”を読み聞かせをする。
 （１）登場人物の紹介
 （２）読み聞かせ（途中まで）
 （３）ストーリーの予測
	 ・　登場人物のぺープサートを提示しながら簡単に紹介する。
 ・　物語の途中まで役割読みをしながら読み聞かせをする。
· 物語の途中から創作し、
“What do you eat～？”や
“Would you like ～？”を食べ物の名前を変えながら９つ程度繰り返す。
 ・　最後を想像させることで、本時の活動に興味をもたせ、意欲を喚起させる。

	
	 ３　物語の中に出てきた言い方“Would you like ～.”
 　を理解し、学習の見通しをもつ。
	 ・　読み聞かせの中で、“What do

 you want?”から“What would

 　you like ～?”へと表現の仕方が変わったところに着目させながら、本時の活動の内容を提示する。

	
	 ４【Activity 1】
 　絵本の登場人物の台詞を使いながら、丁寧な言い方で尋ねたり答えたりする方法を言う。
	 ・　初めは“Would you like ～?”
  と聞いていくが、相手のほしい食べ物を当てられるまで何回も聞かなければならない場合に“ What would you like ～?”と聞く必要性に気づかせる。
 ・　学級全体または学級を２つの グループに分けて繰り返す。徐々にリズムにのせて言えるようにさせる。

	
	 ５【Let’s Play】
 　ピラミッド・ゲームをする。
 ①　絵本に出てきた９つの食べ物の中から６つ選んで、ピラミッドのマス目に料理名を書き込む。
 ②　教室内を歩いてペアを見つけ、出会った友達と英語でジャンケンをする。
 ③　負けた人は相手に“What would you like ?”と尋ね、勝った人は“I'd like ～.”とほしい食べ物を答える。互いにピラミッドからその食べ物を見つけ、○印をつける。
 ④　全てのマスに○印がついたら勝ちとなる。
	 ・６マスのピラミッド・カード を用意する。
 ・教師によるデモンストレーシ ョンによりゲームの仕方を理解させる。子ども同士でペアを見つけ、何が欲しいか聞いたり答えたりして言い方に慣れさせる。

	
	 ６【Activity 2】
母ワニと子ワニの役割に分かれて、母ワニ役の子が子ワニ役の子にほしい食べ物をインタビューする。
	 ・教師によるデモンストレーシ 　ョンを行いながら説明する。
 ・カードに記入しながら、会話 　を楽しませる。

	
	 ７【Let’s Listen 2】
 　絵本の最後の部分を読み聞かせする。
	 ・　インタビューで集めた情報と 比べさせながら聞かせる。

	 終
 末
 ５
 分
	 ８　ふり返りをする。
	 ・　英語を使おうとする態度面に

	
	　ふり返りカードに表現（音声）・コミュニケーシ ョン・理解の観点で自己評価を記入する。特記したいことは文章で書く。
	 ついて良かったところを話す。

	
	 ９　挨拶をする。
 　Good-bye. See you.
	


3.24 授業４：Throw Your Tooth on the Roof (於盛岡市立仙北小学校)
	日　時
	2010年１１月１６日（木）

	指導者
	T1　齊藤　佳奈　T2　柳村　拓哉   T3　伊藤　修  T4　佐藤　智也  
 T5　中野　芳明

	単元名
	Throw Your Tooth on the Roof

	ねらい
	· いろいろなゲストティーチャーと交流することで、 “I want to go to ～” の英語表現や、英語の発音に慣れ親しむ。
· いろいろな国の歯が抜けたときの習慣・文化を知る。


本時の主な構文と語彙

展開案
	学習活動
	HRT　（T１）
	T２～T５
	留意点

	１　Greeting
	Good morning.
How are you?

Today, guest teacher is coming. 　Please.
	（T２～T５）
Good morning.

How are you?
	

	２　Self-
introduction
	Self-introduction please.
Do you have any questions?


	（T２～T５）
・所属学校、名前など自己紹介をする
	・ゲストティーチャー紹介。

	３　Lesson
(1)カルタ取りゲーム

	・前時の振り返り
I want to go to ～.
・ゲームの説明をする
＜ゲームの説明＞
①グループをつくる。
②カードを取る。
③カードを取ったら『 I want to go to ～.（～には取った国名を）』といい、みんなで繰り返す。
④数多く取った人が勝ち。
Are you ready?
	（T２～T５）
・一緒にグループに入って参加。
・中学校の先生（T4、T5）が読む。
『 I want to go to ～.（～には国名を）』

	・先生たちと楽しく交流し、英語表現に慣れ親しむ。
・くりかえし声に出し、自信をつける。

	(2)絵本のお話を聞く

	・歯が抜けたときどうしているか聞く。
・『Throw Your Tooth on theRoof』の絵本の中からいくつか紹介することを伝える。
①Japan
日本では下の歯が抜けたら屋根に、下の歯が抜けたら下に投げることを紹介する。
④ Brazil
・Do you want to go?

・日本語で理由も聞く。
	・以下の通り、順番に行う。
②T5中野先生
・ Singapore 

③T2　柳村先生
・America
⑤T3　伊藤先生
・ South Africa
⑥T4　佐藤先生
・ Egypt
⑦T3　伊藤先生
・ Germany
	・実物やジェスチャーを用いて、劇のように行う。
・国によっていろいろな習慣・風習があることを知り、異文化に興味を持つ。

	４　Impressions
	How was today’s class?
日本語でも聞く。
Today’s lesson is finished.

Let’s say good-bye.
	（T２～T５）
子どもたちのがんばりを含め、感想を話す。
Good-bye.

See you.
	


3.25 授業5：Throw Your Tooth on the Roof (於　洋野町立種市小学校)
	日　時
	2010年１１月２６日（金）

	指導者
	Ｔ１ 宮城　和朋、T2 古川 聡美

	ねらい
	· 絵本を通して、外国への興味を高める。
· 歯の始末のしかたを通し、文化の違いを理解しようとする心を育てる。
· 絵本に描かれる日本を知り、自国の文化に目を向ける。


3.26 授業6：I’d Really Like to Eat a Child (於　日詰小学校)

	日　時
	2010年１２月１０日（金）

	指導者
	Ｔ１　　小川口　郁子　（協力者：柳村拓哉、佐藤久美、鹿川淑子、森進輔）

	単元名
	Lesson 6　Lesson9　　　　　　　 絵本「I’d really like to eat a child」

	ねらい
	Would you like ~? を使って会話をする。
　　　　　　 相手の目を見て，表情よくはっきり話そうとする。


3.27 授業７　Hats! (於　欧州市立　姉体小学校)
	日　時
	2011年2月1日（火）

	指導者
	Ｔ１　石　井　佳　織　Ｔ２高橋　卓也　T３　三浦美和子　T4平谷匠

	単元名
	単元名　Lesson5 「いろいろな衣装を知ろう」（英語絵本の活用「HATS」）

	ねらい
	· 相手のよさを認めることで、自分も認められ、世界が広がることに気付く。

· 色や服、ほめる表現・けなす表現について興味をもって楽しんで話を聞くことができる。
· ＨＲＴの英語をよく聞き、自分の好みを伝えることができる。


3.3 子どもへのアンケート結果
　子ども達へのアンケート結果の主なものを下記の表にまとめた。質問２の「お話はわかりましたか」の回答は、「よくわかった」と「少しわかった」を「はい」に、「あまりわからなかった」と「まったくわからなかった」を「いいえ」にまとめた。数値は％である。
	表10
	子どもへのアンケート結果
	
	
	
	
	
	％
	

	質問
	授業番号
	授業１
	授業２
	授業３
	授業４
	授業６
	授業７
	

	番号
	回答数
	30
	39
	25
	33
	40
	40
	

	2
	お話がわかったか
	　
	
	　
	
	　
	　
	

	　
	はい
	97
	100
	100
	100
	98
	98
	

	　
	いいえ
	3
	0
	0
	0
	2
	2
	

	4
	どのようにして理解できたか
	　
	
	　
	
	　
	　
	

	　
	先生の表情
	53
	69
	64
	79
	40
	45
	

	　
	先生の声の調子
	47
	31
	24
	55
	13
	63
	

	　
	先生の日本語
	13
	8
	0
	24
	8
	0
	

	　
	知っている単語
	70
	46
	40
	73
	53
	60
	

	　
	　絵
	63
	51
	40
	67
	83
	45
	

	　
	展開を考えた
	40
	36
	28
	46
	30
	60
	

	　
	なんとなく
	10
	26
	24
	24
	23
	25
	

	6
	一番楽しかったところ
	　
	
	　
	
	　
	　
	

	　
	ゲーム
	47
	-
	56
	18
	65
	65
	

	　
	絵本
	40
	23
	35
	49
	18
	8
	

	　
	先生の演技
	　
	49
	　
	6
	　
	　
	

	　
	話し合い
	　
	18
	　
	　
	　
	　
	

	　
	友達と英語で話す
	　
	　
	　
	　
	8
	　
	

	　
	　歌
	　
	　
	　
	　
	5
	　
	

	
	先生と英語で話した
	
	3
	
	
	
	
	

	8.
	また絵本を読んでほしいですか
	
	
	
	
	
	
	

	
	はい
	30
	39
	24
	33
	-
	-
	

	
	いいえ
	0
	0
	1
	0
	
	
	


授業の構成は絵本を主にしたものや、補助的に使用したもの、英語活動の定型が出来上がっており、その枠の中で使用した授業等様々である。その違いを踏まえても全般に言えることとして、

1 英語絵本を、英語による読み聞かせによって小学生は理解している。

2 日本語は理解を助ける主要な要素ではない。
3 子どもの英語による物語の理解を助けるものとして下記の４種類が見いだされる。
1） 表情・声というメディアとしての教師自身

2） 既習事項、あるいは、事前活動でのインプット
3） 絵

4） 推測などの認知能力

さらに、各授業の指導案・教師へのアンケートと併せて考察すると、下記の点が分かる。
4 英語活動においてゲームを定式化している学校では、ゲームという形式が子どもに受け入れられている。
5 教師のねらいは、子どもに伝わっている。例えば、授業２は、小道具により雰囲気づくりをし、劇仕立てで理解しやすくと考えられたものであったが、その教師のねらいどおり、「教師の演技」を最も多くの子ども達が印象深いと回答している。また、ディスカッション・歌など他の授業では取り入れていない活動を取り入れた授業では、その試みへの好意的な反応が見られた。
6 英語絵本を一番楽しかったこととしてあげるクラスにはばらつきがある。しかし、今後もう一度英語絵本を読んでほしいという声はほぼ100％であることから、この回答のばらつきは、授業により英語絵本の扱い方が異なっていたためと思われ、英語絵本の教材としての価値は高いと考えられる。
アンケートの中で「心に残っている英語のことばをカタカナで書いてください」という質問に対する回答のうち、3種類の絵本のうち各１クラスずつの例を下記に挙げる。（他の授業の回答は別冊報告書を参照にされたい。）
＊回答はカタカナで書かれている。
表１１　授業２　（本宮小学校：Hats!）                            　　数字は回答数
	11
	サンキュー
	3
	ナイス
	1
	アイム　ハングリー
	1
	ハーイ

	8
	ハット
	3
	ブラック
	1
	アイム・スイーピー
	1
	パーカ

	5
	イエロ
	3
	レッド
	1
	アイライク～
	1
	ハングリー

	5
	パープル
	3
	ナイスハット
	1
	イエローサンダー
	1
	パンシ

	5
	ブルー
	2
	アイ　ライク　ハット
	1
	クール
	1
	ブラウン

	4
	ピンク
	2
	サンダー
	1
	グッバァイ
	1
	ブルーアントレッドハット

	3
	オレンジ
	2
	ホアイト
	1
	グリーン
	1
	フレンド

	3
	グット
	2
	グレー
	1
	シューズ
	1
	ベリーグッド

	3
	グレイト
	2
	ハロー
	1
	ソックス
	1
	ハーイ


３７種類
表１２　授業３　（月ヶ丘小学校：Child）

	9
	ワッツウデューライク

Would you like ~
	2
	アイドライク
I’d like -
	1
	バナナ
Banana
	1
	食べ物

	6
	アキレス
Achilles
	1
	センキュー
Thank you
	1
	ワッシ


	
	

	７種類


表１３　授業４（仙北小：Tooth）
	19
	トゥース

Tooth
	4
	ベリーグッド

Very good
	2
	アメリカ

America
	2
	ストレート

Straight

	7
	サウスアフリカ

South Africa
	4
	アィウォントゥゴートゥ

I want to go 
	2
	グッジョブ

Good job
	2
	フレンド

Friend

	6
	シンガポール

Singapore
	3
	ジャーマン

German
	2
	グレイト

Great
	2
	マネー

Money

	5
	セェンキュ

Thank you
	3
	ジュニアスクール

Junior high school
	2
	サン

Sun
	1
	オッサ

Ossa

	4
	グット

Good
	3
	トゥース　フェアリー

Tooth fairy
	2
	ジャパン

Japan
	
	

	１９種類


　子ども達はみな何らかの英語を心に留めていた。その傾向を以下のようにまとめることができる。
1 Speaking活動で口にした単語がより多く心に残っている。

例）授業1で、「ワッツウデューライク」を１５名、「アイドライク」を１０名が記入しているが、どちらもreview とinterview game で口に出して使ったことばである。

2 Reading活動で耳にしたことばの中では、ショッキングなセリフ（イートアチャイルド等）、物語のメッセージに関連したことば（サンキュー等）、絵とともに印象づけられ繰り返し使われたことば（ハット等）が心に残っている。
3 絵本の取り扱いが、特定の構文や語彙だけでなく、物語のメッセージを伝えることを目指している場合、より多種類にわたっている。
4 コミュニケーションが楽しいという雰囲気が作られた中で、聞き取ったことば、高等練習をしたことばが積極的に使用され、心に残っている。例）コミュニケーション活動や最後の挨拶の場面で、ゲスト・ティチャーや参観者に英語で話しかける子どもが多く見られた。そのような場面で使われたことばは、授業４を例にあげると、「センキュ」や「ベリーグッド」のようにやりとり（interaction）の中で使われることばである。

　
3.4 教師へのアンケート結果
５件の授業、１６名の回答者によるアンケートの中で、研修会のどの部分が授業実践に役立ったかの考察に関連する部分の回答を抽出したものを下記に記載する。（その他は別冊報告書を参照されたい）
表１４　教師へのアンケート結果抜粋　　　　　　　　　　　　＊最初の番号は授業番号
	1. 子ども達が物語を理解できるように、どのようにpre-storytellingを工夫したか？

	②様々な色の服、帽子の打合せをし、導入で紹介した。

	②帽子をかぶって登場、hatの他服の名称、色の名称についてふれる。

	4 ープサートや背景づくり、カード作り

	5 るたで国名を覚える。I want to go Egypt.　などパターンプラクティスをして、自然に言わせた。

	6 ルタで国名をおぼえる　歯がぬけたらどうするか？の発問はOK　I want to go～を使う活動。11カ国紹介した。

	６　warm-upで、既習の表現を用いて、物語の内容を理解するヒントになることを行いました。曜日の歌、あいさつのときのI'm hungryなど。

	7 既習のフラッシュカード・既習のフレーズをつかって会話練習

	7 登場人物の紹介とあらすじ紹介

	

	2. 子ども達が物語を理解できるように、どのようにstorytellingを工夫したか？

	②感情を表情で、声で表しながら読んだ。

	②劇仕立てにした

	②ロールプレイ・かぶりもの、子どもの知っている表現・単語、表情、台詞の言い方

	7 う言葉を簡単にする

	③ぺープサートを作って、役割読みをした。・ジェスチャーをつけながら話した。・子どもたちの知っている単語（料理名）を使って話を。

	8 生方が演じた。すばらしい演技力でした。

	5 にして、ジェスチャーや視覚教材を使って理解を促した。

	6 リライト教材を用意した（ストーリーがわかりやすいように）

	7 絵を指し示したり、ジェスチャーをしたり、追加で絵を足したりした。

	9 理解できないと思われる部分の繰り返し。簡単な文へのリライト

	5 児童の表情をよく見て、反応によって、読み方をかえたようでした。（くりかえしたり、ゆっくりと読んだり）

	７　各先生方に協力いただき、役割演技をして読みました。担任は、この場面であのフレーズを使ってるなどとヒントを出しました。

	７　ゆっくりよむこと。大げさに読んだ。

	

	3. post-storytelling では英語、異文化理解、読み聞かせの中、この授業では何に焦点を当てたか。

	②英語：Lesson 5で色、服の内容について学習するので。

	②読み聞かせ：子供たちにとって、身近な題材であり、考えやすい題材であったため

	④異文化理解：身近なことが世界でも共通なことであるという驚きから、どこの国の人も同じ思いがあるという思いにつながる。

	6 語："I want to go to ～.　行ってみたい！と思って言ってほしかったから。

	7 語：絵本に出てくる表現は分かりやすく、「くり返し」や「言葉の仲間」を大切にしているので、効果的である。

	8 読み聞かせ：自分の思いを交流できる子になってほしい

	8 異文化理解："I like～"のフレーズを使う。相手の服をほめる　⇒コミュニケーションに重きをおくため。

	(1) 英語：I like と I don't likeとほめる言葉、けなす言葉の使い方。

	

	4. この授業のうまくいったところ

	②劇化したために、内容を理解してもらえたこと。様々な色・服の紹介ができたこと。

	②チームワーク、コミュニケーション

	②筋を理解したんだなー。友だちづくりをプラスにとらえたんだな―。初対面の人にあいさつできたこと。

	③文法等がわからなくてもストーリーから内容、前後の文脈が推測できる力がついて、長文を読む力がつくのではないか。

	③日本語で読み聞かせるのと同様に、子どもたちが絵本の世界に惹きつけられる

	④たくさん先生方に助けてもらい、いつもよりきこえる音（発音）も英語に近かったと思う。心から「その国へ行ってみたい！」と思ってもらえたと思うところ。

	④子ども達が、考えながら、想像しながら、聞いていたところがとてもすごいと思いました。中学校の先生方の発音と堂々とした姿が、子ども達をぐっとひきつけていたと思います。

	6 どの子も人と関わり、会話することができていました。

	7 最初のウォームアップがどの子どもも楽しんで取り組めていて、その後の展開や活動でも反応がよかった。

	8 絵本と英語ノートとの関連（つながり）を持たせること。

	9 初めて出会った子どもたちとコミュニケーションがとれた。ピラミッドゲームを子どもたちが楽しそうにやっていた。

	

	5．やり直したいところ

	②絵本を読む時間を短縮し、Post Storytellingに何か活動を取り入れたい。

	③楽しいことも何回も繰り返すと、マンネリ化してくる。
④日本語を使ってしまうところが多かったので、もう少し英語で指示をしたい。ほめる言葉のごいを増やしたい。

	④子どもが問いかけて、子どもが答えてみるというのはどうでしょう？

	8 の内容についてもう少しひたらせることができればいいと思う。

	⑦打ち合わせの時にリズムにのって"What would you like?", "I'd like～"をやろう！！と決めましたが、当日は上手にできなかったので、リズムに乗ってインプットをしていきたい。

	


　どの授業でも、研修会で学んだ授業の３部構成（pre- , storytelling, post- ）を用いており、pre-storytelling 活動では、物語の理解に必要な語彙・構文の提示が必ず行うよう構想され、また実施されていた。Storytelling では、表情やジェスチャーなど研修会での講習や演習で身につけたことが生かされている。また、中学校英語科教員の英語力が発揮されている授業もあり、協働的ＴＴとなっていた。劇に仕立てたり、役割読みをしたりという工夫は、チームの中の誰かが日常の授業実践で用いている技法で、一人では思いつかなかったものをチーム・ディスカッションを通してTTを効果的にするものとして参加教員自身が考え出したものである。チームでの工夫のあとが窺われ、今後ALTとのTTに活用できる。Post-storytelling の活動は、絵本のメッセージの解釈にも関わる部分であることが明らかになった。また、子どものディスカッションを活動に採り入れた授業は多くはなく、教材の読み込み・ディスカッションの指導方法が今後の研修の課題となることが分かった。大学側委員が準備した英語絵本の教材が活用され、教育委員会がすすめている『英語ノート』と両立した授業が構成されており、互いに教材の価値について理解が深まった。また、各チームでの振返り、研修会における全体での体験の共有の場面でコミュニケーションがよくとれていた。教育委員会の委員も、通常の委員会単独主催の研修会と異なるスタンスで助言や意見交換ができ、参加者の相互理解が深まり、連携の効果をあげることができた。
ＩＩＩ　連携による研修についての考察

１　小学校教員の立場から

盛岡市立本宮小学校　教諭　小山田　久子
＜小中学校教員合同研修について＞
　一番参考になったのは、中学校の英語の授業が現在どのように行われているのかを知ったことです。　私の知っている「外国語（英語）研修」は英語のスキル向上を目指したものだったり、小学校の外国語（英語）活動の授業の在り方についてのものです。中学校の授業についての研修には今まで参加する機会はありませんでした。
　それが、今回、動画で授業を拝見したり、中学校の先生方から授業の様子をお聞きしたりする機会を得て、現在の中学校の英語の授業が目的的に行われていることを感じました。
　小学校の外国語活動（英語活動）においても同様な単元構成を考えることが、小中連携につながるのではないかと考えました。機会があれば、実際に単元を組んでみたいと思います。
　また、今回参加された英語担当の先生方は絵カードなどの自作教材を活用するなど、生徒を惹きつけたり、理解を助けたりするような工夫をされていることが分かり、私自身の教材準備不足を感じてしまいました。
＜協働的研修について＞
　今回、グループワークでの研究授業を行うという研修でしたが、幸い私の所属するグループはメンバーの日程調節もうまくいき、予定通りに研修を進めることができました。また、メンバーの意欲も高く、意見を出し合ったり、授業では打合せ以上の工夫をしたりと、目的に向かって取り組めたと思います。講師による講話が理論編とすると、グループワークは実践編といったところで、双方が効果的に組み合わされることが、研修の目的を達成するのに効果的であると感じました。
＜英語運用力からみた研修について＞
　私自身は、教材に英語絵本を使用することのメリットの一つは「児童が挿絵を頼りに興味関心をもって話の内容を推測しようと考えながら話を聞くこと」であると考えています。そのため、今回、絵本の読み聞かせを単元の導入部分に入れ、授業では挿絵の部分を活用してロールプレイを行ったほか、内容理解の手助けができるように既習構文を多く取り入れたり、児童が知っていそうな単語を用いたりしてみました。その過程において、自分自身が単語や構文（言い回し）などを学ぶことができました。また、シナリオ（細案）を作成したり、自分のセリフを言うタイミングや言い方を考えることが、自分自身が英語を話す練習をしていたことであったと思います。
　座学で発音や構文を学ぶ事を英語基礎学習ととらえるならば、授業は応用編であったと思います。
＜プログラムについて＞
　約半年かけての長期にわたるプログラムでした。その分、理論、基礎、応用（実践）、ふりかえり、といった短期の研修ではできない学びがあったと思います。残念ながら私は今回のプログラム全てには参加することができなかったのですが、逆に、一部にでも参加することにより、長いプログラムの内容を少しでも取り入れることができたと思います。参加できなかった部分については、ＤＶＤをいただくなどのフォローが嬉しかったです。
小中の先生で一つの授業をつくるというのが、今回の研修の目玉でもあったわけですが、そこに大きなエネルギーと時間が費やされるのは事実であるため、その部分に都合がつかないなどであまり参加できない場合は、研修の充実感や達成感がいまひとつ味わえないのではないかと思われます。とはいっても、世の中に様々な研修があり、研修を受ける側が自分のニーズに合わせて研修を選択するということを考えれば、その選択肢の一つとして、今回のようなプログラムは、他にない研修ができるプログラムであると思います。　　
２　中学校教員の立場から

CMCPに参加して

盛岡市立城西中学校

中　野　芳　明
新学習指導要領の本格実施が間近に迫ってきているこの時期に、大人で次の展開がきになってしまう英語の絵本を媒体（情報伝達の仲立ち）として、小学校と中学校の先生方が小学生の外国語活動を協働して計画し、授業を実施することができたことは児童にとっても、私たち教員にとっても大変大きな成果を得ることができたと考えています。
　中学校で英語を指導している私にとって、小・中学校の教員合同の研修という観点で得られた成果は小学校の現場の先生が現在までどのように外国語活動がなされているかを知ることができたこと、私たち中学校教員がどのように外国語活動を経験してきた子ども達をどのように導いていけばよいのか具体的にイメージを持つことができたことです。

　また私たちは小学校と中学校の先生方でグループをつくり、グループごとに協働的に小学校の英語活動の時間を１時間計画し、実施しました。この作業からは座学の研修では得られない充実感や達成感を得ることができました。

　活動を行う小学校の担任の先生は細部まで考えたり、準備したりで楽しいばかりではなかったかも知れませんが、周囲で支える小学校、中学校の先生達も初めてあった小学生とすぐにうち解け、一緒になって活動を楽しく盛り上げることができました。楽しかった理由は参加していた全員が、英語の絵本を使って、英語を聞き取り、中心となる英語表現を言ってみることなどを通して、絵本のテーマ（私たちの場合は異文化理解）をつかみとることができたからだと考えています。

　英語の絵本を使うというアイディアはとてもすばらしいものだったと思います。

英語の絵本を有効に使うために、プレストーリーテリングでの活動、ポストストリーテリングでの活動をどのように組み合わせるとより楽しく効果的であるか考える作業は、児童を喜ばせるため、またやってる私たち自身も楽しむために話し合いに時間をさきましたが、とても有意義だったことが思い出されます。
他の絵本を使ったグループのDVDも見る機会がありましたが、英語表現を習得することが第一の目的ではなく、英語を聞いて、絵本の根底に流れているテーマを読み取り、自分なりの考えを持つことが目的となっており、単なる英語ゲームのようなものではなく、絵本の数だけ、あるいはその数以上に方法があるように感じました。このように今回の研修では他のグループからも多くのことを学ぶことができたのも成果の一つでした。

　英語運用力の研修としても、英語の絵本を使うのだから、活動の流れの中でスムーズに使える表現を身につけたいと思いました。

　プログラム全体を通して、実際に小学校と中学校の先生方が実際に活動を作ることを通して得られるものの大きさに気づきました。とにかく最初の一歩を具体的に歩み始めることが何より大切なことだと思いました。

　最後になりましたが、今回このような機会を与えてくださった岩手大学教育学部英語科に感謝の気持ちを表して感想と御礼に返させていただきたいと思います。ありがとうございました。
３　連携の立場から

CMCPの成果と今後の課題（連携協力という立場から）
盛岡市教育委員会学校教育課
指導主事　菅　原　文　江
はじめに
盛岡市教育委員会は、平成２１年度に「盛岡市教育委員会と岩手大学教育学部の協力連携についての協定」を岩手大学教育学部と締結し、協力関係を強化することにより、教育の質の向上に努めております。協定締結後、様々な形で協力関係が深められつつある中で、本プロジェクトは実施されました。
CMCP立ち上げのきっかけは、「盛岡市学力向上プロジェクト委員会」の委員を務めていただいている岩手大学山崎友子教授と私が、英語教員を対象とする様々なスタイルの研修、特に小・中学校教員が協働して学びあえる研修の必要性について語り合ったことです。山崎教授は、その後、すぐにその具体に向けて行動を起こしてくださり、短期間に実現の運びとなりました。その行動力と推進力に敬意を表し、心より感謝申し上げたいと思います。
成　果
　この１年間のCMCP研修で印象深かったのは、集まる先生方の生き生きとした表情です。新しい雰囲気を持つ本研修の特徴（「魅力」とも言えます）は、大きく分けて以下の４点にまとめることができます。
１）異なる人との「交流」があること
①異校種交流（小・中、市立校と附属校）
②異世代交流、経験差交流（若手とベテラン）
③異なる立場の人との交流（教諭、臨時的任用教員、大学生・大学院生、留学生等）
２）継続した研修であること
「○○講座」のような、単発の研修ではなく、年間を通しての継続した研修であったこと（１２回）。これは、特に臨時的任用教員には貴重な機会となった。
３）研修プログラムが充実していること
①小・中ともに実践の少ない「絵本」を教材としたこと（授業構成にあたり、小・中の教員が同じ立場で意見を出すことができた。また、reading指導に活きる教材であった。）
②ワークショップ型の協議、グループでの活動・実践（全員に発言・参加の機会が保障された上、会が終始なごやかな雰囲気で進められた。）
③大学の講義、講演会を聴講（専門的な内容を「学生気分に戻って」学ぶ機会や、時宜を得たテーマで示唆に富む講演は、特に貴重な機会となった。）
④附属小学校による授業提供（実践授業の具体的なモデルとなった。）
⑤研修のゴールを「授業実践」としたこと（各研修会がこのゴールにつながっていた。）
⑥大学の先生方から専門的な立場でのアドバイスと支援（グループ活動への具体的な助言のほかに、Moodleにより教材を用意しやすくしたり、発音の支援が受けられたりする画期的なシステムがあった。）
４）参加者へのサポートが充実していること
①費用面（交通費、教材等。絵本や「英語ノート」の実物が無料で配布された。）
②勤務態様（市内教員は市教委との連携で「職専免」とした。）
③快適な研修環境（山崎教授の細やかなご配慮、大学生や大学院生のサポートも大きい。）
④ビデオ撮影と配布（これにより、他グループの実践授業を見ることが可能となった。）
⑤参加者アンケートによるフィードバック
　以上、公的な教員研修ではなかなかできないことが実現できる研修でした。特に、１．の「交流」は本研修の大きなキーワードで、研修する先生方ご自身が、様々な交流から「コミュニケーション能力」を高める機会となったと感じております。
課　題
１）異校種交流のための日程調整
　　異校種交流・連携は非常に有意義であることを証明する研修でした。本研修をモデルにしたいものですが、異校種間で日程をいかに調整するかが最大の課題となります。今後、小中連携のための「システム」作りが行政側にも求められると考えております。
２）中学校英語教員にとって、さらに実践的な研修の設定
　　本研修のゴールは小学校における授業実践でしたが、中学校教員は小学校の授業構成や児童理解等多くを学びました。中学校での授業実践の場があれば、さらに中学校教員に身近な、実践的な研修となるのではないかと感じました。その際、小学校教員と共に中学校の授業を作るということもあり得るかもしれませんが、本プログラムをヒントとすると、中学校教員が高校の英語科教員と共に授業実践するというのはどうだろうか、と考えたりしました。それが実現可能かはすぐに答えは出ませんが、いずれ、本研修は研修の在り方に新しい「ヒント」を与えてくれたものと思います。
最後に
教員が、校種や職名や世代の枠を超えて、子どもたちのためによりよいものを協働して創っていくこと。これは特に「コミュニケーションの先生」とも呼ばれる英語科教員にとって理想的な研修です。今後の研修の在り方について、本プログラムは一石を投じたものと感じております。
最後に、本プログラムの立ち上げから実施にあたって、山崎友子教授には、時には裏方もこなしながら、常にリードしていただきました。心より御礼申し上げます。また、運営にあたって「連絡協議会」が設けられ、構成員がそれぞれ異なる立場から意見を出し合いましたが、その会において、岩手大学のジェームズ・ホール准教授、岩手大学教育学部附属小学校の高橋長兵教諭、同附属中学校の菅野弘教諭から新しい視点を得、私自身、多くを学ぶことができました。この場を借りて、連絡協議会の先生方にも御礼申し上げたいと思います。そして、研修者の先生方、サポートしてくださった大学生や大学院生の皆さん、本研修に関わってくださった皆さん、本当にありがとうございました。
４　外部評価者として

英語指導を中心にした教員研修モデルカリキュラム開発プログラムについて
平賀　皓子　氏　（元盛岡市立中野小学校長）
テーマ・目的について
CMCP（小・中学校連携による協働的研修プログラム開発）
目的：小学校教員と中学校教員が合同で互いに教えあい学びあう協働的な新しいタイプの研修のモデルを開発することを目指す。
　研修の形態として従来から望まれながらも、小学校・中学校のそれぞれの事情による難しさがあって継続してある程度の時間を確保して研修するということに困難があったと思われる。本事業がその部分に切り込んだという意味で非常に新鮮な意義深い事業であったと思う。
　どの教科であれ、あるいは生活指導（中１ギャップを中心とした）であれ、小学校と中学校の連携が求められて久しい。必要に応じてそれなりの交流はされてはいたものの、継続的に計画的に行われた例は多くはないのではないかと思う。
　来年度から新たに小学校に英語活動が導入され、どの小学校でも実践がなされることになったこの機会に、英語指導を中心に研修を計画したことも時宜にかなっている。英語の指導について専門的な知識や指導技能を持たない少なからぬ小学校教員は不安をもっていることが予想される。また、中学校の英語科教員にとっても小学校で英語活動を経験して入学してくる生徒が、さらに興味関心を持ち意欲的な学びをするためには従来通りの指導に安住しているわけにはいかない。小学校サイドの指導の情報を的確に把握しておく必要がある。
　その意味でも、小学校教員と中学校教員がそれぞれの指導内容、指導方法について理解を深め合い、連携して指導の工夫を重ねあうことは、教師自身の指導力の向上はもとより、子供たちがより充実した指導を受けられることにつながり、メリットが大きいと感じる。まさに価値のある研修であるといえる。
研修会の運営について
　研修計画立案と実施については大学側が諸資料の準備や基本的な指導技能の伝達や紹介、研修会場の確保等全面的に支援したことで、この研修に参加した教員は現場で切実に必要と思われる実践の部分に深く関わることができた。教員にとっては効率的かつ効果的な研修であったと思われる。
　また活動を通じて、随時参加者からアンケートをとり、活動の効果や参加者の希望等を確かめながら常に改善を加え、参加者の要望に沿うように配慮しながら運営がなされた。
　参加者を各４～５人程度のグループ編成にして、グループごとに課題を追求する形態をとったことも効果的な手法であった。少人数であったためグループ内での意見交換が活発になされ、個々の教員が課題に意欲的に立ち向かうことができた。また、決められた研修日だけでなく、グループ内で連絡をとりあって対応することも容易になったし、グループのメンバーの親密さも増した。最終的には、グループごとに英語活動の授業を小学校と中学校の教員のティームティーチングで行うことができた。
　また、大学側からは必要に応じてここの教員への個別指導、学校訪問の直接指導、メール等による間接指導が行われ、きめこまやかな支援がなされた。
　参加できるときに、一回だけの参加も可能と、多忙な教育現場への十分な配慮をしながら参加しやすい研修になるような運営がなされた。
研修の内容について
　先進校の授業を参観したりビデオ視聴したり、実際の英語運用のスキルの演習をしたり、英語絵本を読んだり活用したりする等、小学校の英語活動に必要と思われる内容が盛り込まれた研修を行った。
　その中でも特に英語絵本の読み聞かせを小学校の英語活動に取り入れることを中心的な課題として、グループごとに小学校の英語活動の授業を協働して作り上げることを最終課題とした。その活動を通して、絵本の読み聞かせの講習や読みの練習など個々の教員の技能の向上への取り組みも行われた。
　指導要領には、「外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら、コミュニケーション能力の素地を養う」ことが目標とされている。
　英語絵本を活用することは、絵を助けに、英語の音声から内容理解を図ることが可能で言語や文化の理解に優れた教材であると感じた。積極的に活用することによる大きな可能性を感じた。
成果　本事業では、数々の大きな成果を得ることができた。
１　まさに「小中学校連携による協働的研修プログラム」が成立したこと
　　小学校教員には来年度から英語活動が導入されることで切実であろうが、中学校の教
員にとってこの事業の必要性が薄いのではないかと危惧していたが、小学校からも中学
校からも参加者が多数あって協働的研修プログラムが成立した。新しい研修の形として
注目に値する。
２　積極的、主体的な研修が行われたこと
　　長期休業や週休日に設定された研修であったにも関わらず、参加した教員は積極的な
姿勢で研修に臨んだ。プログラムに配慮があり適切であったことが評価される。
３　教材開発がなされ、蓄積されたこと
　　英語活動の授業の構成についての研修を深める中で、それが蓄積されたこと
４　英語活動のひとつの典型としての授業が行われ、視覚的に記録されたこと
　　英語絵本を用いた授業の展開が各グループで行われ、それが記録されたことは、必要
とする教員に教材研究のための資料として提供できる。
５　参加した教員は、授業で英語活動を指導するための知識や技能を確実に獲得した
　　現場に戻ったときに自信をもって指導にあたることができると思われる。各所属校に
おいて、英語指導の中心的存在として活躍されるであろうことを期待したい。
最後に
　岩手大学の山崎先生、ホール先生、アンハー先生が献身的な態度で研修を設定してくださったことが大きな成果を得ることにつながったと思う。また、大学生、大学院生の協力も大きかった。彼らの多くは教職を目指していると思われ、小・中学校の教員の研修の様子を身近に目にすることができたことは、もし教職についたときに力になるのではないかと思う。
　今後に向けて、専門的な広い知識、技能をもつ大学の先生方にはぜひ、小・中学校の教員の英語指導に変わらぬご支援をお願いしたいと思う。
５．連絡協議会のまとめ

　本プロジェクトは、「協働」「多様性」「柔軟性」「英語絵本」をキーワードとして小中学校連携した研修プログラムを構想したものである。これらのキーワードは、受講者のアンケートを見ると研修の効果をあげるのに役立っていたと思われる。参加者のアンケートにおける自由記述を引きながら課題と成果をまとめる。

【協働】

　小中学校の教員で混成チームを編成することにより協働的な学びという成果を期待した。この点に関しては、「小学校の先生と１つの授業について話し合うこの研修は私にとって初めての経験でとても有意義でした。ぜひ同地区の小学校の先生とも同じように研究したい」

というコメントに代表されるように、高い評価が寄せられ、最終課題の授業を行う受講者の表情がみな生き生きと楽しそうであったことから小中学校の教員が合同で研修をすることは可能であり、かつ協働的な学びの機会となったと言える。
「他の先生の授業を見て学べることでイメージもわき、自分との違いも認識でき、非常に有意義である」「他のチームの同じ絵本を使った活動の発表や、実際の授業のハイライトを見させていただき、いろいろなアプローチがあるのが新鮮で、今後の参考になりました」「各チームからの発表で、同じ英語絵本でも使い方がちがうこと、いろいろな効果が期待できることを学びました」「実際に授業をやってみて各先生方が改善したいと思ったこと、効果的だと思ったことを共有できたことがとても大きかったと思います」等のコメントからは、体験の有効性、体験を共有することの意義、体験を客観的に比較したりまとめたりすることの有効性が窺われる。

「一年間、この研修会に参加して、授業を一緒に考えること、実践すること、実践を互いに認め合うことを通して、いい出会いがあったなぁと改めて思いました。同僚性をこれからも大事に、自分を向上することが、子ども達のためにもなると思ったので、これからまた、がんばりたいと思います」というコメントには、協働的かつ内発的な学びが見られ、同僚性が高まっていることが窺われる。異校種教員による合同研修が、混成チーム編成をすること、継続した研修とすることにより効果的になったと考えられる。

【多様性】

受講生は、小学校・中学校という異校種から、年齢は２０代～５０代と幅広く、また６地域からの参加であった。当初、「若手教員」を対象と考えていたが、盛岡市小学校教員の平均年齢が４８歳であることや、経験の豊富な教員からも要望があり、多様な層の教員が受講することになった。その結果、異校種・異世代・各地域の間の交流が実現した。「異校種の先生と授業をしたこと。我々自身のコミュニケーションが大切だということ。改めて大事だと思いました。学区の先生とも連携できる機会があればいいなと思いました」と受け入れられ、有効に機能していた。
研修形式も、講演会・講義・演習・ワークショップ・授業実践と各種の形態を、一斉研修・グループワーク・ペアワークという種々の形式で実施した。小学校と中学校の教員では、各形式に対する有効性への評価が若干異なっていた。多様な学びのスタイルがあると考えられ、そのような異なる学びのスタイルに対応するには、多様な形式の研修を準備し、アンケート等によるフィードバックを活用していくことが重要であると思われる。

教員の資質に係わる意識付けに関わって、特別講演は非常に効果的であった。「岩手の小中学校英語教育の連携に期待すること」という題目で、星野勝利岩手大学名誉教授から100年前にすでに啄木が小学校で英語を教えていたことが紹介された。この特別講演に対し「岩手の先人としての啄木の思いにふれ、この地で教育の道に励むことのできることを一つの縁と考えたいと思った。これからの外国語教育には、未知なるものが大きいが、それと楽しんでかかわっていけたらと思う」等の感想が寄せられた。
また、大学や連携した教育委員会による運営体制にも、附属校の教員の協力を得、教員養成課程の学生の研修への参加も奨励し、多様性を取り入れた。受講者からは、「様々な立場の方々と（大学の教員、市教委、事務局、附属小の先生など）からのお言葉はとても勉強になる。気づいていないこと、忘れてしまいがちなことを改めて自分の中に再構成させてくれた」とのコメントがあり、「多様性」は、多様な経験・多様な視点を提供し、多様な学びのスタイルに対応するキーワードとなっていると言える。

「プロジェクト全体を通して、展開の事前・後に何をどのように活動させるか、を考えることで「ただ単に英語ノートをこなす」から「英語ノートを使う」方法を知ることができました。まだ勉強不足ですが、たくさんの授業から多くのヒントをもらえたので、目指すところができました」というコメントの他、『英語ノート』との関連を求める意見が多かった。多様な方法で、新しいことを導入する際、全く新しいものではなく、既存のものと合わせて活用すると受講生が受け入れやすく有効であると思われる。

さらに、教員養成課程で学んでいる学生が小中学校教員混合編成グループに入り、両者の心理的な垣根を低減するという役割を果たすことができ、学生自身も現場の教師から多くを学ぶことができた。さらに、大学院生はデータ集計やその分析で自身の研究を深めることもでき、教員研修と教員養成の統合による成果が見られた。「学生」も多様性の一部である。

【柔軟性】

第三回研修会は最も参加者数が多かった。この回だけの参加者が１５名見られ、目的を絞っての研修希望があることが窺われる。継続性の効果は疑う余地がないが、単発的受講を認める柔軟性があると、より多くの教員にそれぞれのニーズに合った研修の機会を提供することができると考えられる。また、小中学校の教員の日程調整は難しいところがあり、出席できない回の補充として、Moodle の活用など工夫が必要である。本プロジェクトではinternetがあまり利用されていない学校への対応として、DVDに録画して郵送したことがある。このような手当は有効であり、研修運営本部の体制が人的・財政的に十分にとられるとよい。

【教材としての英語絵本】
「絵本読み聞かせの活動は小学校英語と中学校英語の橋わたしとなる活動だということを実感した。読み聞かせが中学校のoral introduction につながる」「中学校の授業で絵本を取り入れるにはどうしたらいいか？いままで目先の進度にとらわれていて授業を進めてしまいがちになっていたが、できることなら、取り入れて授業をできたらと思います」「絵本を読む理由、コミュニケーション能力など根っこを考えるということ。基本的なことですが、やっているうちに忘れてしまいがちなので」等の記述等から、英語絵本を研修の教材とすることは小学校・中学校両方の教員にとって効果があると受け止められていることが分かる。　

子どもへのアンケート結果から、英語絵本の英語による読み聞かせをほぼ全員が理解することができたと回答しており、また英語絵本を読んでほしいという回答も１名を除き全員であった。研修を通して教師が読み聞かせのスキル・アップを図っていたこと、英語絵本の教材としての力が子どもの学ぶ力を引き出していたことがその原因と考えられ、子どもの学びという観点からも適切な選択であったと思われる。

一方、若手の教員の中には、英語教師としてより強く英語に関わる役割に焦点を当てて研修に臨んだ人もいた。今回、絵本の英語テキストの手直しを大学側が主として行ったが、テキスト修正の方法の検討も中学校英語科教員の研修の一部とし、読み聞かせの英文テキスト作りを任せる方法をとることも、中学校英語科教員への研修内容として役立つと思われる。

【研修のフィールドとしての小学校英語活動】
「子どもたちの考える（予想する、想像するなど）思考活動のもつ意味とその重要性を捉えることが必要であると再認識。ともすれば、『伝えたい』『わからせたい』『知ってほしい』という衝動にかられ、直接的に言葉を発してしまうが、『待つ』『時間を保証する』という“間”が、子どもの主体性を引き出すことを忘れないようにしたい」等のコメントから、小学校英語活動を対象とし、英語指導を中心とした研修であったが、教科指導に留まらず教育・指導のあり方を内発的に考える機会となったことが窺われる。

「子どもの心に残った単語」の分析から、Speaking 活動の重要性、input としてのReading 活動の工夫の仕方、メディアとしての教師自身の力、子どもの認知能力の引き出し方が重要であることが明らかになった。最初の２点は小学校英語活動だけでなく、中学校以降の英語教育にも重要な示唆であり、次の２点は、教育全般に必要な事項であり、ここでも、小学校英語活動が英語指導および教育全般に関わる教員の指導力向上に有効な分野であると言える。

また、Reading 活動の展開の仕方と子どもの学びとの関係を考察すると、ことば（forms）と物語の内容・メッセージ（meaning）の両者により、子どもがことばにより近づいていることが分かった。両者のバランスのとれた授業構成が重要であることは、英語教育に対する有益な示唆であり、子ども達が体験をしながら英語にふれる小学校英語活動は、小学校の教員のみならず、外国語教育関係者にとっても意義深い学びのフィールドである。

小学校英語活動は、指導技法だけを目標とするのではなく、学習者の思考プロセスなど学習過程に普遍的な部分について研鑽を深め、教師としての力量を高めることのできるフィールドである。

以上のように、本研究のキーワードは、教員研修モデルカリキュラムとして考えた小中学校教員の連携による研修のいくつかの仕掛けをとおして流れる有用なコンセプトとなっていた。このコンセプトのもと、大学と教育委員会の連携により単一ではなしえない成果を、教員研修・教員養成の観点や子どもの学びの分析から指導方法の工夫に対する知見が得られる等、多くの成果を挙げることができた。
一方、小中学校の教員が合同で研修できる日程の調整が難しいことや教材・交通費等の費用負担を通常の事業でどのように負担するかという点に課題が感じられる。また、小中学校の教員には異なる学びのスタイルも見られ、異なるニーズを持つ異校種の教員の合同研修にはさらなる工夫が必要と思われる。これらの成果と課題を勘案し、以下のような形で通常の研修に生かすことができると考える。

【提言】
1) 小学校英語活動を小中学校連携による研修のフィールドとすること：平成２３年度から小学校高学年で外国語（主に英語）活動が必修化となる今、小学校英語活動は最も研修のニーズの高い分野である。英語活動担当者のみを研修対象とするのではなく、中高の英語科教員と連携することは、英語教育および教育全般に関わる教育力の向上に役立つ。

2) 英語絵本の活用：アンケートから英語絵本の研修の教材として豊かな可能性が窺われた。さらに、中学校の英語科教員は英語絵本を自らが読むことはあるが、英語絵本を教材として読み聞かせを授業で行うことはまれであるので、小中学校の教員両者が英語絵本に対等な距離で取り組むことができた。このような視点で混合編成の研修において効果的な教材を選択することが一つの鍵と考えられる。

3) 現場への支援：英語絵本の教材としての可能性を活用するには、教員の教材準備の負担を軽減するよう、大学等の専門家がテキストの修正・紙芝居の準備・読みの録音等の役割を分担するとよい。

4) 教育委員会・大学の役割分担：教育現場への支援として、大学が教材を共有する仕組み（Moodle、実践授業のDVD、アイデア・理論集等）を提供し、市町村教育委員会が研修受講者の勤務態様を担当し、県教育委員会が特別講演会等広い範囲を対象とする事業を担当する等の役割分担ができるとよい。

5) 様々な交流とグループ・ワーク：小学校・中学校という異校種間の交流、異世代間の交流、常勤職員と非常勤職員、実践者と研究者と行政という異職種間の交流、さらに、それらの交流は、グループ・ワークを核にすることによりより効果的に実現できると思われる。

6) 研修形式：講義→演習→グループ・ワーク→実習→まとめというサイクルを設けるとよい。

7) 評価・フィードバック：アンケート等により、研修内容・形式へフィードバックを随時行うと、研修のサイクルをさらに有効にすることができる。

8) 視聴覚教材・体験的研修：見ること、体験することの効果は大きく、研修サイクルの中の適切な場面で活用することが望ましい。

9) 受講生同士の学び合い：受講生同士の情報交換の時間等、受講生同士の学び合いの機会は好評であった。

10) 柔軟性：継続した研修を原則とするが、全て参加できない人にはDVD やMoodleで補完する等の工夫で、研修の機会を増やし、多様なニーズに対応することが可能となる。

11) 小学校教員と中学校教員のニーズや学びのスタイルの違いに配慮した工夫：例えば、英語スキル演習に対するニーズは異なっている。このような場合、研修の内容に取り入れないのではなく、まず中学校英語科教員に演習を行い、その内容を中学校英語科教員が小学校教員に指導する等、受講者に教えるという役割を与えて、ニーズの差に対応する。

12) 教員研修と教員養成の統合：教員養成課程の学生の参加は、現職教員にも参加学生にとっても有意義である。

13) 交流範囲：中学校の学区内という動きやすい範囲でまず行うとよい。

本プロジェクトへの参加は任意であり、所属長の勧めや自発的な判断によるものであっため、すべての参加者に研修に対する前向きの姿勢が初めからあったと思われる。しかし、チームを編成しての継続した研修プログラムの中で、和やかな雰囲気が生まれ、個々参加者の中に「同僚性」や「協働的な学び合い」の価値が芽生えたように思う。このような教員の心の芯に届く研修のモデルの一つとなれば幸いである。

　本プロジェクトの記録ともなる別冊「報告書」を作成しました。より詳細なデータや分析を掲載しております。ご希望の場合は、プロジェクト代表までお問い合わせください。
ＩＶ　その他
[キーワード]
小中学校の連携、小学校英語活動、英語絵本、多様な研修形式、協働的
[人数規模]

Ｃ．

（小学校教員２５名、中学校教員１９名、計４４名。また、岩手大学教育学部学校教育教員養成課程の学生２５名もワークショップに参加した。）
[研修日数（回数）]

Ｄ．

（特別講演２回、全体研修会６回、チーム・ミーティング随時（３回程度）、最終課題授業１回。１日だけの参加も受入れた。）
【問い合わせ先】

　　国立大学法人　岩手大学

　　教育学部英語教育科　山崎友子

　　〒０２０－８５５０　岩手県盛岡市上田３－１８－３３

　　TEL：０１９－６２１－６６１７

　　盛岡市教育委員会

　　学校教育課

　　〒０２０－８５３２　岩手県盛岡市津志田１４－３７－２
　　TEL：０１９－６５１－４１１１（内線７３３５）
I throw my tooth on the roof. Then, I say to the sparrow, “ please bring me a new one!”
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